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誘導するものと、LPS に拮抗的に作用するものが得られた。予測配座との比較により、リピド A の疎水性部位のかさ
高さが受容体による認識や生物活性に関わっていることを示す結果を得た。 












 まず、リピド A の酸性基の種類と配置の重要性を明らかにするため、力場計算を用いて新たな類縁体として酸性ア
ミノ酸置換類縁体をデザインし、合成を行った。その結果、リピド A の非還元末端単糖に、アスパラギン酸あるいは
リン酸化セリンを導入した類縁体は、免疫増強活性あるいはリポ多糖による免疫増強作用の阻害活性を示した。以上
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 本研究により、複雑な構造をもつ複合糖質の新たな合成法を開発するとともに、リピド A の免疫増強活性の根拠と
なる構造的基盤を明らかにした。特に、二つの酸性基の種類と配置およびアシル基部位のかさ高さの違いにより、免
疫の増強あるいは阻害といった異なる活性を示すことを明らかにした。この結果より、受容体 TLR4 によって認識さ
れる構造要因を明らかにするとともに、本研究で合成された化舎物を用いることによる受容体の信号伝達制御への可
能性を拓いた。よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
